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場面解決型問題データベース
－中学校地学領域（大地の成り立ちと変化・気象とその変化）－
平 田　豊 誠　　　小 川　博 士　　　中 島　雅 子 
山 岡　武 邦　　　松 本　伸 示
〔抄　録〕
理科の授業における作問を通した授業では，問題を作る過程及び問題を解く過程
において学習効果が高くその有用性が実証されている。中学校 3 年生の理科授業に
おいて，出題範囲を既習の地学領域に限定して，オープンエンド型の場面解決型問
題を学習者に作成させ，学習者相互に解答させる授業を行った。本稿では，作成さ
れたオープンエンド型の場面解決型問題を有効活用していくために，授業時に生徒
によって作問された 29 問についてデータベース化を行った。このデータベースは，
次の 2 点において有用性が期待できる。
1． 学習者がオープンエンド型の場面解決型問題の作成を行い易くするためのガイ
ドとして役立つことである。
2． 学習者がオープンエンド型の問題を解くというだけの学習活動にも利用が可能
となることである。
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I　はじめに
近年，基礎学力に加え，学んだ知識を実生活の様々な場面で活用する力や日常と関連付
けて考える力や表現する力も学力として必要とされてきている（例えばキーコンピテンシー
[1]，学習指導要領 [2]）。このような力を育成するための授業方法として，理科授業において，
オープンエンド型の問題を学習者に作成させるという授業が提案されている [3]。提案され
た授業では，オープンエンド型の問題を作成させ，相互に解答させることによって，学習効
果感，思考力や表現力を高めていくことに有効であるということが実証されている。
上記を受けた形で，作問を中学校理科第 1 分野力学の単元において，作問の下書きから推
敲・問題の完成における一連の流れの中で，思考力・判断力・表現力が育成されることを実
証した報告もある [4]。この研究は，物理領域の力学単元に限定して検証しており，題材と
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して取り扱った力学単元は論理構造が比較的はっきりしている領域といえる。論理構造が
はっきりとしているため，学習者にとって作問及び類題作成が容易に行いやすく，バリエー
ションを広げられやすいという利点がある。これらを基に，中学校理科第 1 分野力学の単元
での実証研究において作問された場面解決型問題についてデータベース化が行われた [5]。
一方，理科第 2 分野（生物，地学領域）の学習内容は，中学校理科第 1 分野（物理，化学
領域）と比較すると，その概念の論理構造がはっきりとしていない部分が多い。この第 2 分
野における地学領域を作問の対象とした実証研究により，オープンエンド型の問題を作成さ
せ，相互に解答させる授業が，中学校理科第 2 分野においても第 1 分野同様に，思考力・判
断力・表現力を育成し，評価するためのツールとして使用可であるということが示された [6]。
本稿では，中学校理科第 2 分野地学領域における実証研究 [7] において作問された問題を対
象にデータベース化を行うこととした。今回作問された場面解決型問題をデータベース化す
ることにより，以下の 2 点において有用性が期待できる。1 点目は，地学領域の学習内容はそ
の概念の論理構造がはっきりとしていない部分が多い中，オープンエンド型の場面解決型問
題の授業プランを実施していくにあたり，学習者が問題作成を行い易くするガイドとして役立
つことである。2 点目は，オープンエンド型の問題を解くということにおいてもその有用性が
高いと実証されている点から，今回データベース化によって提供される問題を，作問ではなく，
オープンエンド型の問題を解くというだけの学習活動にも利用が可能となることである。
II　学習者が問題を作成するという授業
1　場面解決型問題
学習者が作成する問題は，理科で学習した内容を単に問うものではなく，ある場面を設定
し，それを解決していくための方法を問うものとしている。このような問題を「場面解決型
問題」と名づけ，実証研究がなされている [8]。場面解決型問題では，設定された場面があり，
その解決に当たっては，今までに学習した理科の学習内容を使用し，様々な分野や単元内容
を関連付けて解決していく必要がある。作問や解くという学習における思考過程では，知識
の活用を図り，思考力・判断力・表現力を育んでいくことをねらいとしている。場面解決型
問題では，問題を学習者自らが作成し，他者からの問題改善のためのコメントをもとに推敲
し，完成させた問題を学習者相互に解く，という一連の学習活動がなされる指導過程を設定
している。
III　場面解決型問題授業実践の手順
1　対象学級及び時期
O 大学附属 I 中学校 3 年生の 1 クラス（39 名）を対象に，2010 年 10 月中旬～下旬にかけ
― 35 ―
佛教大学教育学部論集　第27号  （2016年３月）
て実施した。作問する対象を，既習の理科第 2 分野の地学領域に限定して行った。実際に 3
時間連続して授業を受けたのは 33 名であった。
2　授業の過程
授業は平田・松本 [9] をもとに実施された。
1 時間目の授業では，ガイダンスを行い，場面解決型問題の下書きまでを行った。例題を
提示し，例題を解き，自らが場面解決型問題を作成していくということを伝え，下書きを作
成するように指示をした。
2 時間目の授業では，問題作成の続きと推敲，及び採点基準と模範解答の作成を行った。
前時において作成した下書きを他の2人の生徒に一度解いてもらい，解答者が解答しづらかっ
た点などを作成者にコメントとして返した。作成者はコメントをもとに，自分の問題を推敲
し問題の完成度を高めた。その後，問題に対する採点基準および模範解答の作成を行った。
3 時間目の授業では，場面解決型問題を生徒相互で解き，出題者は採点基準に従って採点
し評価・コメントを行った。
今回のデータベース化の対象としたのは，2 時間目において，生徒が作成した問題および
採点基準，模範解答とした。
IV　データベース化
1　作問に使用された題材
今回の一連の授業におい
て，生徒によって作問された
場面解決型問題は全 33 問で
あった。生徒が選んで場面解
決型の問題の題材としたの
は，大地の成り立ちと変化が
11 問，気象とその変化が 21
問，総合的内容の問題 1 問で
あった。これらの中で，表現
や内容がデータベース化によ
る公開にそぐわないと判断し
た 4 問を除外し，29 問につ
いてデータベース化を行うこ
ととした。これらのタイトル
を表に示す。表中の「単元」
表　作問された問題のタイトル一覧
単元 項目 タイトル
富士山が噴火したら…
温泉街の住民を守れ！
ケロちゃんが生き残るために
地震を表そう！
安全を確保せよ
化石の生存状況
化石の分類
地層 身の回りの地層からその地域の歴史を調べよう
流れる水のはたらき 不況を苦とせず村を守れ！！
飛行機雲
地上からの天気予測
ソーラーカーを走らせよう
神って結構忙しい
太郎くんのピクニック
天気マジックのタネあかし
雲をつくろう！
露点を調べよう！
洗濯物をかわかす
洗濯物を乾かそう
雲の仲間たち
雲の授業
風船旅行
体育祭の雨はゆるさないわっ
停電の中で
フェーン現象 季節風の旅
台風 台風君
天気の基準
辿り着かない島
総合的内容 総合 山で遭難
大地の成り立ちと変
化
気象とその変化
天気図
その他
雲
火山
地震
化石
天気予測
露点・湿度
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は単元名を示している。「項目」は主に小単元に相当するものであり，著者が問題の内容によっ
て改めて整理し分類した。その結果として，「大地の成り立ちと変化」について 9 問で 5 つ：（1）
火山，（2）地震，（3）化石，（4）地層，（5）流れる水のはたらき，「気象とその変化」につ
いて 19 問で 7 つ：（1）天気予測，（2）露点・湿度，（3）雲，（4）天気図，（5）フェーン現象，
（6）台風，（7）その他，となった。「総合的内容」は 1 問であり，地学領域全体にわたる内
容のものである。「タイトル」は問題の題名である。
2　作成された問題のデータベース化
生徒によって作問された場面解決型問題のうち，公開するのに適切な内容と判断した 29
問についてデータベース化を行った（資料 1-1 ～ 1-7）。データベース化するのに用いたソフ
トは汎用性も鑑み，Excel とした。なお問題のデジタル化に際し，文章のつながりや読みや
すさ，解答の内容等について吟味し若干の修正を行った。作成された問題に用いられていた
図及び模範解答に用いられていた図については，資料 1 の表中に組み込み示すこととした。
3　場面解決型問題データベースの利用方法
作成された場面解決型問題を利用しやすい形で提供していくために，Word ファイル上に
データベース化した問題を表示できるようにした。この表示させる方法として，問題のデー
タベースである Excel ファイルを Word で作成したワークシート上に差込ファイルとして関
連付けを行った。利用例を資料 2 として示す。差し込みフィールドとしては，「No.」，「単元」，
「項目」，「タイトル」，「問題」，「採点規準」，「模範解答」を使用した。資料 2 では，資料 1
の問題のうち，No.4 が例として表示されている。
今回，問題のレコード番号を選ぶことで，ワークシート上に「No.」，「単元」，「項目」，「タ
イトル」，「問題」，「採点規準」，「模範解答」の内容を表示するように作成した。工夫点とし
て，1ページ目に採点基準までを表示するようにした。この1ページ目だけを利用することで，
生徒に対して，場面解決型問題を提供することができる。2 ページ目には模範解答が表示さ
れるように作成した。この 2 ページ目だけを利用することで，模範解答を生徒に示すことが
できる（但し，問題によっては図のスペース確保のため問題文における行数が多くなり，3
ページ目が模範解答となっているものもある）。これらを用いることで，作問授業を実施し
ていく際のガイドとしての機能を持たせられるほか，問題を解くことだけを行う授業におい
ても，29 種類の問題を個々人に別々の問題を提供することも可能となる。
作成された問題及び模範解答に図が用いられているものについては，データベースである
Excelファイルより，該当する問題No.の図をコピー&ペーストを用いてWordファイルのワー
クシート上に貼り付けを行う必要がある。データベース内で図はセルと連動して動くため，
ある条件で問題の並べ替えを行っても，問題文と図との関連は失われないようになっている。
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V　まとめと今後の課題
本稿では，中学校理科第 2 分野地学領域における場面解決型問題の一連の授業において作
問された 29 問の場面解決型問題についてデータベース化を行った。場面解決型問題の授業
プランを実施することは，問題を解くということにおいてもその有用性が実証されており，
作成された問題を有効に活用していくためにも，作問された場面解決型問題をデータベース
化していくことは重要なことであると考えられる。また，場面解決型問題の授業を今回作成
したデータベースを基に授業実践していくことが可能となるように，授業で用いることので
きるワークシートとして提供可能な形で提案を行った。これらから，構築した場面解決型問
題データベースには次の 2 点の有用性が期待できる。1 点目は，学習者がオープンエンド型
の場面解決型問題の作成を行い易くするためのガイドとして役立つことである。2 点目は，
学習者がオープンエンド型の問題を解くというだけの学習活動にも利用が可能となることで
ある。
課題としては以下の 4 点が考えられる。
1 点目は，「地球と宇宙」単元の作問がなされていないことである。今回は，中学校理科
第 2 分野地学領域のデータベース化であった。しかし，実際に作問され，データベース化さ
れた単元は，「大地の成り立ちと変化」と「気象とその変化」の 2 つであった。これは，作
問の授業実施時点での既習事項を対象とした作問を行ったため，授業進度の関係上，「地球
と宇宙」に関する単元が未履修だったことによる。今後は，「地球と宇宙」単元で場面解決
型問題の作問の授業を行い，作成された問題をデータベースに加えていく必要がある。
2 点目は，データベース化にあたって，作問された問題に使用されている図についてであ
る。作問された図は，データベース上に（Excel シートのセル内に）図として貼り付けられ
ている。これは，並べ替え等には対応できるが，今回用いた，Word ファイルへの差し込み
には図は対応できていない。対応していくためにはデータベースソフトを使うなどして対応
していく必要がある。ただ，Excel と Word 以外のソフトとなると，汎用性の観点から使用
するのを控える方が良いものと推察される。
3 点目は，Web 上への公開を検討すべきである。作成された問題のデータベースをさら
に有効活用していくためにも，Web 上への公開がより良い方法だと考えられる。作問され
た問題については，作問者から利用の承諾は得ており，著作権上の問題はない。利用者側の
ソフトに依存しないことから，2 点目の課題としてあげた図の問題点も合わせて解決できる
可能性がある。これらのことからも，公開利用の方向で考えていかなければならない。
4 点目は，場面解決型問題の授業プランをさらに周知していくことである。場面解決型の
授業プランは，生徒自ら作問するということやグループで討議し推敲することによって思考
力・判断力・表現力を育成することが期待できる。今回のデータベース化された問題を解く
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だけでも学習効果が得られることが分かっているが，筆者らは作問の段階から授業を進めて
いってほしいと願っている。そして，そこで新たに作問された場面解決型問題をデータベー
スに加えていき，場面解決型問題データベースの拡張に還元していくという好循環を考えて
いる。そのためにも，場面解決型問題の作問の授業プランを教員に周知，普及していくこと
が必要である。
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。
流
れ
て
く
る
マ
グ
マ
は
，
映
画
「ボ
ル
ケ
ー
ノ
」の
よ
う
に
海
へ
と
続
く
溝
へ
流
れ
た
ら
い
い
の
で
，
神
奈
川
県
に
あ
る
相
模
川
を
こ
え
た
と
こ
ろ
へ
避
難
す
る
。
2
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
火
山
温
泉
街
の
住
民
を
守
れ
！
あ
な
た
は
あ
る
温
泉
街
に
住
む
研
究
者
で
す
。
こ
の
温
泉
は
東
に
あ
る
流
紋
岩
か
ら
安
山
岩
質
の
活
火
山
の
湯
を
源
泉
と
し
て
い
る
が
，
こ
こ
百
数
十
年
大
き
な
爆
発
を
し
て
い
な
い
。
最
近
の
研
究
で
，
こ
の
火
山
が
2時
間
後
に
爆
発
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
温
泉
街
の
住
民
に
説
得
力
の
あ
る
非
難
勧
告
を
し
な
さ
い
。
た
だ
，
逃
げ
る
方
向
，
場
所
な
ど
も
明
記
す
る
こ
と
。
地
下
，
建
物
の
中
は
使
え
ま
せ
ん
。
科
学
的
な
思
考
か
。
習
っ
た
こ
と
を
応
用
し
て
い
る
か
。
皆
が
全
員
逃
げ
ら
れ
る
か
。
明
ら
か
に
無
理
な
計
画
で
は
な
い
か
。
方
法
，
場
所
を
明
記
し
て
い
る
か
。
日
本
に
は
偏
西
風
が
吹
い
て
い
る
た
め
，
火
山
灰
の
影
響
を
考
え
，
西
の
方
向
へ
非
難
し
て
下
さ
い
。
た
だ
，
火
山
は
流
紋
岩
～
安
山
岩
質
の
た
め
，
大
規
模
な
爆
発
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
火
山
か
ら
は
な
る
べ
く
離
れ
た
場
所
へ
移
動
を
し
て
下
さ
い
。
ケ
イ
素
が
多
く
含
ま
れ
る
溶
岩
は
，
移
動
速
度
が
遅
い
た
め
，
車
で
十
分
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
た
だ
，
火
砕
流
が
発
生
し
た
場
合
，
距
離
と
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
，
車
は
捨
て
，
な
る
べ
く
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
な
さ
い
。
3
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
火
山
ケ
ロ
ち
ゃ
ん
が
生
き
残
る
た
め
に
大
人
ガ
エ
ル
の
ケ
ロ
ち
ゃ
ん
は
桜
島
に
あ
る
海
辺
の
池
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る
日
，
桜
島
が
大
噴
火
ま
で
は
い
か
な
い
中
規
模
な
噴
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。
カ
エ
ル
の
ケ
ロ
ち
ゃ
ん
は
ど
う
す
れ
ば
生
き
残
る
確
率
が
高
い
で
す
か
？
「池
か
ら
出
て
動
き
回
る
」か
「そ
の
池
で
じ
っ
と
し
て
い
る
」か
の
ど
ち
ら
か
で
答
え
て
，
そ
の
理
由
を
桜
島
の
火
山
の
種
類
や
性
質
を
ふ
ま
え
て
答
え
て
下
さ
い
。
火
山
の
種
類
や
性
質
を
ふ
ま
え
て
答
え
て
い
る
。
選
択
肢
の
ど
ち
ら
か
で
答
え
て
い
る
。
溶
岩
・火
山
灰
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
理
由
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
。
独
創
性
が
あ
る
。
ま
ず
答
え
は
「そ
の
池
で
じ
っ
と
し
て
い
る
」と
し
た
場
合
，
理
由
と
し
て
桜
島
は
成
層
火
山
な
の
で
，
溶
岩
と
火
山
灰
が
同
じ
く
ら
い
出
て
く
る
。
池
に
い
れ
ば
，
火
山
灰
が
あ
ま
り
降
っ
て
く
る
危
険
が
少
な
く
，
警
戒
す
る
の
は
溶
岩
だ
け
で
す
む
し
，
池
の
水
で
溶
岩
が
少
し
で
も
冷
や
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
生
き
残
る
確
率
が
高
く
な
る
。
4
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
地
震
地
震
を
表
そ
う
！
過
去
の
日
本
付
近
の
地
震
の
規
模
と
分
布
が
わ
か
る
展
示
を
，
小
学
校
に
作
り
ま
す
。
設
計
方
法
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
条
件
と
し
て
，
大
き
さ
，
場
所
，
深
さ
が
１
度
に
見
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
，
１
つ
の
模
型
を
設
計
す
る
こ
と
。
（複
数
は
不
可
）
使
用
す
る
も
の
は
自
由
で
す
。
過
去
は
，
15
世
紀
か
ら
今
ま
で
に
限
り
ま
す
。
1　
大
き
さ
，
場
所
，
深
さ
が
１
度
に
見
て
，
理
解
で
き
る
物
か
。
2　
複
数
の
模
型
と
な
っ
て
い
な
い
か
。
3　
小
学
生
で
も
内
容
の
わ
か
る
，
展
示
と
な
っ
て
い
る
か
。
4　
地
震
の
規
模
の
分
布
，
規
模
は
分
類
で
き
て
い
る
か
。
5　
過
去
の
条
件
を
守
れ
て
い
る
か
。
初
め
に
，
日
本
列
島
付
近
の
地
図
を
用
意
す
る
。
次
に
，
そ
の
用
紙
を
11
枚
コ
ピ
ー
し
て
，
過
去
の
地
震
を
，
震
源
の
深
さ
ご
と
に
11
段
階
に
分
類
す
る
。
(0
~1
0k
m
，
11
~2
0k
m
，
21
~3
0k
m
，
31
~4
0k
m
，
41
~5
0k
m
，
51
~6
0k
m
，
61
~7
0k
m
，
71
~8
0k
m
，
81
~9
0k
m
，
91
~1
00
km
，
10
1k
m
~の
11
段
階
)
そ
し
て
，
地
震
の
情
報
を
も
と
に
，
地
図
と
震
源
の
深
さ
の
と
こ
ろ
に
，
記
録
し
て
い
く
。
こ
の
時
，
印
は
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
，
円
を
描
く
。
例
え
ば
，
M
6.
5な
ら
ば
，
6.
5m
m
の
半
径
の
円
を
描
く
。
11
枚
の
地
図
が
完
成
し
た
ら
，
O
H
Pシ
ー
ト
に
コ
ピ
ー
を
し
て
，
重
ね
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
。
5
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
地
震
安
全
を
確
保
せ
よ
あ
る
日
，
震
度
５
の
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
あ
な
た
は
今
，
３
０
階
立
て
の
ビ
ル
の
１
０
階
に
い
ま
す
。
や
が
て
ゆ
れ
は
お
さ
ま
っ
た
の
で
す
が
，
ま
だ
安
全
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
，
こ
こ
か
ら
逃
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
て
，
今
あ
な
た
は
自
分
の
机
に
い
て
，
机
の
引
き
出
し
は
縦
１
０
ｃｍ
，
横
３
５
ｃｍ
，
奥
行
き
４
５
ｃｍ
で
，
こ
の
中
に
入
る
も
の
な
ら
何
で
も
入
っ
て
い
る
も
の
と
し
ま
す
。
こ
の
状
況
で
，
あ
な
た
は
何
を
持
っ
て
，
ど
う
逃
げ
て
，
ど
こ
へ
逃
げ
ま
す
か
？
安
全
な
逃
げ
道
を
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。
机
の
引
き
出
し
の
中
に
入
る
範
囲
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
地
震
の
後
に
も
対
応
で
き
る
場
所
で
あ
る
の
か
。
そ
の
後
２
日
間
ほ
ど
は
過
ご
せ
る
の
か
ど
う
か
。
持
っ
て
い
く
も
の
は
ラ
ジ
オ
な
ど
の
，
電
気
が
通
ら
な
く
て
も
情
報
が
入
っ
て
く
る
も
の
と
，
カ
ン
パ
ン
な
ど
の
非
常
食
，
ま
た
充
電
器
，
小
銭
な
ど
を
持
っ
て
，
非
常
階
段
か
ら
降
り
，
小
学
校
の
体
育
館
な
ど
の
設
備
か
，
海
か
ら
遠
い
高
台
に
逃
げ
る
。
6
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
化
石
化
石
の
生
存
状
況
あ
な
た
は
，
化
石
売
り
場
で
，
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
を
買
い
ま
し
た
。
そ
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
に
は
ヒ
ビ
が
入
っ
て
お
り
，
い
く
つ
か
へ
こ
み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
原
産
地
は
日
本
の
福
井
県
の
砂
浜
で
す
。
こ
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
生
き
て
い
た
こ
ろ
の
様
子
を
書
き
な
さ
い
。
海
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
表
せ
て
い
る
。
敵
に
お
そ
わ
れ
た
こ
と
が
表
せ
て
い
る
。
海
の
状
況
（ど
ん
な
海
か
）。
け
が
の
理
由
。
暖
か
い
海
で
，
あ
る
日
魚
竜
に
お
そ
わ
れ
，
そ
の
と
き
か
ま
れ
，
へ
こ
み
が
で
き
，
そ
の
衝
撃
で
ヒ
ビ
が
入
っ
た
。
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資
料
1－
2
No
.
単
元
項
目
タ
イ
トル
問
題
採
点
基
準
模
範
解
答
7
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
化
石
化
石
の
分
類
地
質
年
代
，
写
真
が
の
っ
て
あ
る
化
石
の
カ
ー
ド
を
弟
が
使
っ
て
い
た
が
，
片
付
け
も
せ
ず
に
出
か
け
し
ま
っ
た
。
あ
な
た
は
親
か
ら
「弟
の
代
わ
り
に
片
付
け
て
！
」と
言
わ
れ
た
の
で
，
片
付
け
る
こ
と
に
し
た
。
弟
は
何
ら
か
の
点
に
注
意
し
て
，
普
段
分
類
し
て
片
付
け
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
分
類
を
し
た
か
予
想
せ
よ
。
ま
た
，
あ
な
た
は
，
整
理
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
地
質
年
代
の
古
い
順
に
並
べ
る
。
植
物
化
石
と
動
物
化
石
に
分
け
て
い
る
。
水
生
生
物
と
陸
上
生
物
に
分
け
て
い
る
。
わ
か
っ
た
こ
と
が
し
っ
か
り
書
か
れ
て
い
る
。
示
相
化
石
，
示
準
化
石
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
動
物
化
石
と
植
物
化
石
に
わ
け
る
。
そ
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
を
水
生
生
物
と
陸
上
生
物
に
分
類
し
，
地
質
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
へ
と
並
べ
る
。
整
理
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
，
進
化
の
序
列
が
分
か
る
と
共
に
，
海
に
生
じ
た
生
命
が
多
様
性
を
高
め
つ
つ
分
布
を
明
ら
か
と
な
り
，
陸
上
へ
進
出
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
，
植
物
か
ら
動
物
と
い
う
順
番
も
わ
か
る
。
ま
た
，
示
相
化
石
か
ら
代
表
的
環
境
も
わ
か
る
。
8
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
地
層
身
の
回
り
の
地
層
か
ら
そ
の
地
域
の
歴
史
を
調
べ
よ
う
あ
な
た
は
課
題
研
究
で
『身
の
回
り
の
地
層
か
ら
そ
の
歴
史
を
調
べ
よ
う
』と
い
う
課
題
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
方
法
を
使
い
，
家
の
近
く
の
地
層
を
と
っ
て
，
昔
こ
こ
が
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
か
調
べ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
を
見
て
，
こ
の
地
域
の
変
化
と
，
そ
れ
を
知
る
の
に
良
い
方
法
を
ま
と
め
な
さ
い
。
最
初
に
地
層
の
で
き
た
順
を
示
し
て
い
る
か
。
地
層
を
み
て
，
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
上
記
の
こ
と
か
ら
，
変
化
を
か
け
て
い
る
か
。
方
法
を
示
せ
て
い
る
か
。
ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
か
。
一
番
下
に
あ
る
地
層
は
深
成
岩
（等
粒
状
の
と
が
っ
た
鉱
物
）で
あ
る
と
考
え
ら
れ
，
こ
の
こ
と
か
ら
，
昔
マ
グ
マ
の
活
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
，
そ
の
上
の
地
層
が
小
石
を
含
む
層
だ
っ
た
こ
と
か
ら
，
海
の
中
（海
岸
に
近
い
場
所
）だ
っ
た
と
考
え
る
事
が
で
き
，
そ
の
次
が
泥
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
そ
の
後
海
面
が
上
昇
，
地
層
の
表
面
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
１
度
地
上
に
出
て
削
ら
れ
，
そ
の
後
ま
た
海
に
沈
ん
だ
と
推
測
で
き
る
。
砂
の
地
層
か
ら
泥
の
地
層
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
，
海
面
は
徐
々
に
上
昇
し
て
い
き
，
最
終
的
に
海
面
が
下
降
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
上
に
で
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
，
こ
の
地
層
の
と
り
方
か
ら
考
え
る
に
，
ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
9
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
不
況
を
苦
と
せ
ず
村
を
守
れ
！
！
あ
な
た
は
あ
る
村
の
村
長
で
す
。
先
週
あ
っ
た
村
会
議
で
，
あ
な
た
の
村
に
あ
る
よ
く
氾
濫
す
る
天
井
川
の
護
岸
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
な
た
が
自
然
を
愛
し
て
い
る
の
と
，
予
算
が
あ
ま
り
降
り
な
か
っ
た
の
と
で
，
氾
濫
す
る
危
険
が
あ
る
部
分
に
だ
け
護
岸
工
事
を
し
ま
す
。
限
り
あ
る
予
算
で
護
岸
工
事
が
出
来
る
ポ
イ
ン
ト
の
数
は
限
ら
れ
て
お
り
，
3つ
し
か
造
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
村
長
が
決
め
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
あ
，
あ
な
た
な
ら
A
~H
の
8地
点
の
う
ち
，
ど
こ
に
護
岸
工
事
を
し
ま
す
か
！
？
理
由
と
と
も
に
示
し
て
く
だ
さ
い
。
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
の
性
質
を
ふ
ま
え
て
選
ん
で
い
る
か
。
住
民
の
こ
と
を
考
え
て
，
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
か
（私
情
を
は
さ
ま
ず
に
）。
住
民
に
説
明
可
能
な
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。
・川
が
カ
ー
ブ
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
外
側
が
よ
く
浸
食
さ
れ
，
氾
濫
す
る
の
で
，
そ
こ
を
護
岸
工
事
す
る
。
・こ
の
村
の
川
に
は
，
大
き
な
カ
ー
ブ
が
4つ
あ
る
。
し
か
し
，
護
岸
工
事
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
は
3つ
だ
け
な
の
で
，
住
民
が
住
ん
で
い
る
家
の
多
い
と
こ
ろ
に
護
岸
工
事
を
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
，
１
番
適
切
な
3つ
の
選
び
方
は
，
D
，
E
，
H
で
あ
る
。
10
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
予
測
飛
行
機
雲
あ
な
た
が
空
を
見
上
げ
て
い
る
と
，
飛
行
機
が
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
は
飛
行
機
雲
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
飛
行
機
雲
は
，
普
段
よ
り
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
。
さ
て
，
こ
の
時
，
翌
日
の
天
気
は
ど
う
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
か
。
飛
行
機
雲
の
特
性
に
も
触
れ
な
が
ら
，
理
由
を
合
わ
せ
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。
飛
行
機
雲
の
特
性
に
つ
い
て
，
正
し
く
書
け
て
い
る
。
雲
が
長
く
続
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
が
書
け
て
い
る
。
湿
度
の
こ
と
が
書
け
て
い
る
（理
由
も
合
わ
せ
て
）。
天
気
が
正
し
く
予
想
で
き
て
い
る
。
飛
行
機
雲
は
排
気
ガ
ス
中
の
ち
り
を
核
と
し
て
，
空
気
中
や
排
気
ガ
ス
中
の
水
蒸
気
が
凝
結
し
て
出
来
る
。
ま
た
，
飛
行
機
雲
は
高
さ
約
11
km
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
飛
行
機
雲
が
長
く
続
く
と
い
う
こ
と
は
，
蒸
発
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
。
蒸
発
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
，
上
空
の
湿
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
，
翌
日
の
天
気
は
雨
だ
と
予
想
で
き
る
。
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模
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答
11
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
予
測
地
上
か
ら
の
天
気
予
測
日
本
各
地
で
，
大
規
模
な
地
震
が
，
複
数
同
時
に
発
生
し
た
。
大
阪
で
は
，
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
，
大
阪
府
民
の
頑
張
り
で
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
，
ま
だ
外
部
か
ら
の
情
報
は
入
ら
な
い
。
あ
な
た
も
そ
の
復
旧
作
業
に
関
わ
っ
て
い
る
が
，
こ
の
後
の
天
気
の
情
報
が
入
ら
な
い
た
め
，
作
業
を
進
め
る
計
画
を
立
て
に
く
く
，
困
っ
て
い
る
。
現
在
，
上
空
に
は
羊
雲
が
広
が
っ
て
い
て
，
風
が
少
し
ふ
い
て
い
る
。
東
の
空
に
は
い
わ
し
雲
，
西
の
空
に
は
濃
い
幕
の
よ
う
な
雲
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
，
い
つ
も
よ
り
少
し
は
だ
寒
い
。
復
旧
作
業
を
進
め
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
に
，
こ
の
後
の
天
気
の
移
り
変
わ
り
の
予
測
を
，
説
得
力
の
あ
る
理
由
と
共
に
，
で
き
る
だ
け
正
確
に
伝
え
よ
。
羊
雲
，
い
わ
し
雲
，
濃
い
幕
の
よ
う
な
雲
が
な
に
か
が
明
記
。
“「
・・
・」
”と
予
測
で
き
て
い
る
。
様
子
な
ど
も
明
記
。
予
測
の
理
由
を
，
雲
の
種
類
と
関
連
づ
け
て
説
明
し
て
い
る
。
重
要
な
気
象
の
原
因
の
存
在
を
書
い
て
い
る
。
温
度
の
変
化
を
明
記
し
て
い
る
。
上
空
に
広
が
っ
て
い
る
羊
雲
は
高
積
雲
，
東
の
空
の
い
わ
し
雲
は
巻
積
雲
，
西
の
空
の
濃
い
幕
の
よ
う
な
雲
は
高
層
雲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
雲
は
，
温
暖
前
線
の
前
線
面
に
で
き
る
雲
で
あ
る
の
で
，
今
い
る
地
点
の
西
側
よ
り
，
温
暖
前
線
を
と
も
な
う
低
気
圧
が
近
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
，
こ
の
低
気
圧
に
は
，
寒
冷
前
線
が
と
も
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
こ
れ
よ
り
後
，
雲
は
濃
く
な
っ
て
い
き
，
長
く
，
細
く
，
弱
い
雨
が
降
る
。
そ
の
後
暖
か
く
な
り
，
場
合
に
よ
っ
て
は
一
時
的
に
晴
れ
る
が
，
す
ぐ
に
ま
た
雲
が
増
え
，
今
度
は
短
く
強
い
雨
が
降
る
。
そ
し
て
雲
は
減
っ
て
い
き
，
ひ
え
こ
み
が
晴
れ
る
。
と
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
12
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
予
測
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
よ
う
明
日
は
小
学
４
年
生
が
自
分
た
ち
が
作
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
ま
す
。
し
か
し
，
台
風
と
低
気
圧
が
日
本
に
接
近
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
，
理
科
の
〇
〇
先
生
は
，
彼
ら
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
こ
で
，
日
本
の
ど
こ
か
に
移
動
し
て
，
確
実
に
走
ら
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
図
は
８
月
１
６
日
２
１
時
の
天
気
図
で
す
。
さ
て
，
ど
こ
に
移
動
し
た
ら
，
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
理
由
と
と
も
に
答
え
な
さ
い
。
※
明
日
１
２
時
～
１
８
時
ま
で
晴
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
台
風
と
低
気
圧
の
動
き
が
予
想
で
き
て
い
る
か
。
九
州
地
方
又
は
四
国
地
方
を
選
べ
て
い
る
か
。
論
理
的
な
理
由
を
た
て
ら
れ
て
い
る
か
。
独
創
性
が
あ
る
。
８
月
と
い
う
こ
と
で
台
風
は
下
の
図
の
よ
う
に
動
く
と
予
想
さ
れ
る
。
低
気
圧
も
下
の
図
の
よ
う
に
動
く
と
予
想
さ
れ
る
。
よ
っ
て
明
日
の
１
２
時
～
１
８
時
ま
で
の
間
は
四
国
地
方
又
は
九
州
地
方
の
ど
こ
か
で
は
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
13
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
予
測
神
っ
て
結
構
忙
し
い
あ
な
た
は
と
あ
る
神
様
に
「一
週
間
，
A
市
の
天
気
を
操
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
（日
～
土
）た
だ
し
，
木
曜
日
あ
な
た
の
学
校
で
は
体
育
大
会
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
「晴
れ
，
曇
り
，
雨
」の
三
種
類
し
か
使
え
ず
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
べ
て
均
一
の
も
の
と
し
ま
す
。
１
時
間
に
降
る
量
を
１
と
し
，
晴
れ
と
曇
り
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
時
間
に
蒸
発
で
き
る
量
を
そ
れ
ぞ
れ
２
，
１
と
し
，
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
る
の
は
雨
の
値
が
３
以
下
の
時
で
あ
る
。
さ
ら
に
，
こ
の
町
に
は
ダ
ム
が
あ
り
，
町
の
人
が
１
日
生
活
す
る
の
に
水
を
８
使
う
も
の
と
す
る
。
（た
だ
し
，
ダ
ム
は
晴
れ
，
曇
り
の
影
響
は
う
け
な
い
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
）（
日
付
が
変
わ
る
と
き
に
５
減
る
。
）現
在
ダ
ム
に
は
１
０
の
水
が
あ
る
。
水
量
は
い
ず
れ
の
場
合
も
一
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
行
動
は
１
時
間
単
位
で
，
日
曜
の
A
M
０
時
，
天
気
は
晴
れ
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
図
で
説
明
も
可
で
体
育
大
会
は
木
の
9:
00
～
15
:0
0で
す
。
体
育
大
会
が
行
え
る
か
。
町
の
人
が
生
活
で
き
る
か
。
す
べ
て
の
天
気
を
使
用
し
て
い
る
か
。
自
然
な
天
気
変
化
を
使
用
し
て
い
る
か
。
わ
か
り
や
す
い
説
明
か
。
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.
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イ
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問
題
採
点
基
準
模
範
解
答
14
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
予
測
太
郎
く
ん
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
あ
し
た
は
，
待
ち
に
待
っ
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。
太
郎
君
は
明
日
晴
れ
る
の
か
気
に
な
っ
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
，
太
郎
く
ん
の
家
で
は
新
聞
を
取
っ
て
お
ら
ず
，
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
昨
日
と
一
昨
日
に
相
次
い
で
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
太
郎
く
ん
に
は
，
天
気
予
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
太
郎
く
ん
は
，
て
る
て
る
ぼ
う
ず
を
下
げ
に
窓
辺
に
行
き
ま
し
た
。
窓
の
外
を
見
た
太
郎
く
ん
は
「や
っ
た
ー
！
明
日
晴
れ
る
ー
！
」と
さ
け
び
，
お
ど
り
始
め
ま
し
た
。
太
郎
く
ん
は
，
何
を
見
て
明
日
が
晴
れ
る
と
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
現
象
と
，
理
由
を
わ
か
り
や
す
く
太
郎
く
ん
の
物
語
風
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
現
象
を
書
い
て
い
る
。
理
由
を
き
ち
ん
と
説
明
で
き
て
い
る
（科
学
的
根
拠
を
も
と
に
し
て
い
る
）。
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
太
郎
く
ん
は
，
昔
理
科
が
得
意
な
い
と
こ
の
五
郎
く
ん
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
「夕
焼
け
が
き
れ
い
だ
ね
。
夕
焼
け
は
，
西
の
空
が
晴
れ
て
い
る
と
起
こ
る
ん
だ
。
日
本
で
は
，
偏
西
風
の
は
た
ら
き
で
天
気
が
西
か
ら
東
に
う
ご
い
て
い
く
こ
と
が
多
い
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
明
日
は
晴
れ
る
！
」
次
の
日
，
よ
く
晴
れ
た
空
の
下
で
，
太
郎
く
ん
と
五
郎
く
ん
は
海
水
浴
に
行
っ
た
の
で
し
た
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
前
日
，
太
郎
く
ん
が
窓
か
ら
見
た
の
は
，
夕
焼
け
だ
っ
た
の
で
す
。
＜
ポ
イ
ン
ト
＞
現
象
が
夕
焼
け
の
場
合
理
由
・・
・①
夕
焼
け
は
西
の
空
が
晴
れ
て
い
る
と
起
こ
る
。
　
　
　
　
　
②
日
本
で
は
天
気
が
西
か
ら
東
に
移
動
し
て
い
く
こ
と
が
多
い
。
＋
α
と
し
て
，
②
の
理
由
が
偏
西
風
と
か
け
て
い
る
と
な
お
よ
い
。
15
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
予
測
天
気
マ
ジ
ッ
ク
の
タ
ネ
あ
か
し
ツ
バ
メ
が
低
空
飛
行
す
る
と
次
の
日
は
雨
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
天
気
マ
ジ
ッ
ク
の
タ
ネ
あ
か
し
を
し
ま
す
。
湿
度
が
上
が
る
と
，
ツ
バ
メ
の
エ
サ
と
な
る
虫
の
羽
が
水
分
を
吸
っ
て
高
く
飛
べ
な
く
な
る
た
め
，
ツ
バ
メ
も
そ
の
虫
を
捕
ま
え
る
た
め
に
低
く
飛
ぶ
か
ら
と
い
う
の
が
タ
ネ
で
し
た
。
で
は
，
他
に
私
た
ち
が
目
に
で
き
る
よ
う
な
次
の
日
の
天
気
を
予
想
す
る
天
気
マ
ジ
ッ
ク
を
タ
ネ
あ
か
し
し
な
が
ら
説
明
し
て
下
さ
い
。
次
の
日
の
天
気
を
予
想
で
き
る
現
象
を
書
い
て
い
る
。
現
象
と
共
に
説
明
が
書
い
て
あ
る
。
説
明
が
今
ま
で
な
ら
っ
た
こ
と
を
も
と
に
理
論
づ
け
て
書
い
て
あ
る
。
夕
焼
け
が
見
え
た
ら
，
次
の
日
天
気
は
晴
れ
で
あ
る
。
一
般
的
に
偏
西
風
の
影
響
で
日
本
の
天
気
は
南
西
か
ら
北
東
へ
と
変
わ
る
。
夕
焼
け
は
日
の
沈
む
方
向
，
つ
ま
り
西
の
空
に
見
え
る
。
日
の
入
り
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
西
の
空
に
雨
雲
が
な
い
と
い
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
次
の
日
に
や
っ
て
く
る
雨
雲
が
西
の
空
に
な
い
た
め
，
次
の
日
は
晴
れ
る
。
16
気
象
と
そ
の
変
化
露
点
・湿
度
雲
を
つ
く
ろ
う
！
右
図
の
装
置
を
使
っ
て
，
雲
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
，
フ
ラ
ス
コ
内
を
水
で
し
め
ら
せ
，
線
香
の
煙
を
フ
ラ
ス
コ
内
に
満
た
し
，
ピ
ス
ト
ン
を
強
く
引
く
と
，
フ
ラ
ス
コ
内
に
白
い
も
や
が
で
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ス
コ
内
の
変
化
を
，
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。
グ
ラ
フ
は
温
度
の
変
化
を
利
用
し
た
グ
ラ
フ
を
書
き
な
さ
い
。
温
度
の
変
化
を
利
用
し
た
グ
ラ
フ
を
か
け
て
い
る
か
。
グ
ラ
フ
に
合
っ
た
説
明
が
で
き
て
い
る
か
。
フ
ラ
ス
コ
内
の
様
子
を
よ
く
表
し
て
い
る
か
。
実
験
前
の
フ
ラ
ス
コ
内
の
空
気
を
A
と
す
る
と
，
ピ
ス
ト
ン
を
強
く
引
く
と
気
圧
が
下
が
り
，
空
気
が
膨
張
し
て
，
気
温
が
t℃
に
達
す
る
。
そ
の
た
め
フ
ラ
ス
コ
内
に
は
水
滴
が
生
じ
る
。
17
気
象
と
そ
の
変
化
露
点
・湿
度
露
点
を
調
べ
よ
う
！
普
段
，
生
活
の
中
で
使
う
よ
う
な
物
を
使
用
し
て
，
空
気
中
の
露
点
を
調
べ
て
下
さ
い
。
身
近
な
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
き
ち
ん
と
露
点
を
調
べ
れ
る
。
詳
し
く
書
け
て
い
る
。
金
属
製
の
コ
ッ
プ
，
温
度
計
，
く
み
お
き
の
水
，
氷
を
準
備
す
る
。
①
 く
み
お
き
の
水
を
金
属
製
の
コ
ッ
プ
に
入
れ
る
。
②
 氷
を
入
れ
た
袋
な
ど
で
徐
々
に
水
温
を
下
げ
て
い
く
。
③
 表
面
が
く
も
り
は
じ
め
た
と
き
の
温
度
を
読
み
取
る
。
18
気
象
と
そ
の
変
化
露
点
・湿
度
洗
濯
物
を
か
わ
か
す
今
は
真
夜
中
で
外
は
大
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
明
日
の
準
備
を
し
て
い
る
あ
な
た
は
１
着
し
か
持
っ
て
い
な
い
体
操
服
を
洗
い
忘
れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。
他
に
も
洗
濯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
た
ま
っ
て
い
た
の
で
，
洗
濯
機
で
洗
い
ま
し
た
。
こ
の
洗
濯
物
を
明
日
ま
で
に
か
わ
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
外
は
大
雨
が
降
っ
て
い
る
の
で
干
せ
ず
，
時
間
も
な
い
の
で
普
通
に
部
屋
干
し
し
た
だ
け
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
さ
て
，
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
（家
に
は
普
通
の
家
庭
に
お
い
て
あ
る
よ
う
な
家
具
，
家
電
は
全
て
あ
り
ま
す
）
時
間
内
に
か
わ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
効
率
は
良
い
か
。
衣
類
が
傷
む
心
配
は
な
い
か
。
６
じ
ょ
う
位
の
部
屋
に
洗
濯
物
を
干
し
，
窓
な
ど
を
閉
め
き
っ
て
ク
ー
ラ
ー
の
暖
房
機
能
を
ガ
ン
ガ
ン
か
け
て
か
わ
か
す
。
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19
気
象
と
そ
の
変
化
露
点
・湿
度
洗
濯
物
を
乾
か
そ
う
あ
な
た
は
あ
る
家
庭
の
主
婦
で
す
。
マ
ッ
ト
な
ど
の
乾
き
に
く
い
も
の
を
ま
と
め
て
洗
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
の
季
節
（冬
）に
よ
く
乾
く
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？
〔時
刻
，
天
候
条
件
，
場
所
，
工
夫
，
そ
の
他
〕に
着
目
し
て
答
え
て
下
さ
い
。
※
時
刻
は
で
き
る
だ
け
詳
し
く
。
※
工
夫
に
は
理
由
を
つ
け
る
。
時
刻
，
天
候
条
件
，
場
所
が
書
か
れ
て
い
る
。
工
夫
に
つ
い
て
：学
習
し
た
こ
と
に
基
い
て
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
理
由
も
か
か
れ
て
い
る
。
時
刻
：「
南
中
」→
「1
2時
」
天
候
：「
快
晴
」・
「湿
度
の
低
い
日
」・
「風
の
強
い
」
場
所
：日
当
た
り
の
よ
い
風
と
お
し
の
よ
い
場
所
工
夫
：「
表
面
積
を
広
く
し
て
」風
と
当
た
る
面
積
を
広
く
す
る
。
　
　
　
　
　
　
下
線
部
が
理
由
に
あ
た
る
20
気
象
と
そ
の
変
化
雲
雲
の
仲
間
た
ち
あ
な
た
は
，
建
設
予
定
の
雲
の
博
物
館
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
る
人
に
わ
か
り
や
す
く
，
又
楽
し
く
面
白
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
(雲
の
種
類
や
そ
の
特
徴
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
)
雲
の
種
類
や
特
徴
に
触
れ
て
い
る
。
（３
つ
以
上
）
雲
の
種
類
や
特
徴
を
工
夫
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
雲
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
い
人
で
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
博
物
館
の
中
に
線
で
つ
く
っ
た
雲
の
模
型
を
つ
く
り
，
間
に
階
段
な
ど
を
つ
く
っ
て
高
さ
ご
と
の
雲
の
種
類
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
温
暖
前
線
と
寒
冷
前
線
を
入
り
口
に
は
さ
む
よ
う
に
配
置
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
前
線
に
で
き
る
雲
を
つ
く
る
。
線
で
雲
の
形
を
表
現
し
，
線
で
表
現
し
き
れ
な
い
も
の
は
近
く
の
札
に
説
明
を
書
く
。
雲
の
で
き
方
は
最
初
の
雲
（一
番
低
い
雲
）が
で
て
く
る
ま
で
の
高
さ
で
札
に
説
明
を
書
く
。
（空
気
が
膨
張
し
て
・・
・な
ど
）
21
気
象
と
そ
の
変
化
雲
雲
の
授
業
あ
な
た
は
，
〇
〇
市
立
△
△
中
学
校
の
理
科
第
2分
野
の
先
生
で
す
。
生
徒
に
雲
に
つ
い
て
教
え
た
い
。
ど
ん
な
授
業
を
し
ま
す
か
。
※
パ
ソ
コ
ン
な
ど
何
を
使
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
雲
の
で
き
方
を
書
け
て
い
る
か
。
科
学
的
根
拠
を
も
と
に
説
明
で
き
て
い
る
か
。
十
分
な
説
明
が
書
け
て
い
る
か
。
コ
ッ
プ
に
水
と
氷
を
入
れ
て
，
露
点
の
観
察
を
す
る
実
験
を
行
い
，
露
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
次
に
，
上
昇
気
流
で
上
空
に
上
が
っ
た
水
蒸
気
は
，
気
圧
が
低
く
な
り
，
体
積
が
膨
張
し
温
度
が
低
く
な
る
こ
と
を
説
明
し
た
後
，
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
雲
が
で
き
る
様
子
を
調
べ
る
実
験
で
，
体
積
が
膨
張
す
る
と
，
気
温
が
下
が
る
こ
と
を
実
際
に
見
せ
る
。
そ
し
て
，
ど
う
し
て
上
昇
気
流
が
で
き
る
の
か
「地
面
が
熱
せ
ら
れ
る
」
「山
の
斜
面
に
沿
っ
て
起
こ
る
」「
暖
気
と
寒
気
が
ぶ
つ
か
る
」「
低
気
圧
の
中
心
は
上
昇
気
流
」と
い
う
４
つ
の
場
合
を
説
明
す
る
。
22
気
象
と
そ
の
変
化
　
天
気
図
風
船
旅
行
あ
な
た
は
風
船
に
乗
っ
て
，
韓
国
・ソ
ウ
ル
か
ら
日
本
・東
京
ま
で
の
空
の
旅
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
安
全
且
つ
最
短
と
考
え
ら
れ
る
ル
ー
ト
を
予
想
し
な
さ
い
。
そ
の
際
，
以
下
の
点
を
考
慮
し
な
さ
い
。
・風
船
は
割
れ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
・右
の
図
は
旅
初
日
の
天
気
図
で
す
。
今
後
の
動
き
を
予
想
し
て
考
え
な
さ
い
。
・歩
い
て
い
く
，
飛
行
機
に
つ
か
ま
る
，
泳
ぐ
等
の
解
答
は
認
め
ま
せ
ん
。
・ル
ー
ト
は
風
船
で
操
作
で
き
，
離
陸
及
び
着
地
は
考
え
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
今
後
の
前
線
の
う
ご
き
が
予
想
で
き
て
い
る
。
目
的
地
ま
で
た
ど
り
つ
け
て
い
る
。
不
可
能
と
思
え
る
ル
ー
ト
で
な
い
。
歩
く
，
泳
ぐ
な
ど
の
行
為
を
し
て
い
な
い
。
今
後
の
天
気
の
動
き
は
，
下
図
の
よ
う
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
，
下
図
の
よ
う
に
，
前
線
が
移
動
す
る
風
（雲
）の
動
き
に
乗
っ
て
た
ど
り
着
く
の
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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資
料
1－
6
No
.
単
元
項
目
タ
イ
トル
問
題
採
点
基
準
模
範
解
答
23
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
図
体
育
祭
の
雨
は
ゆ
る
さ
な
い
わ
っ
あ
な
た
は
超
金
持
ち
の
私
立
中
学
校
の
校
長
で
す
。
明
日
は
い
よ
い
よ
体
育
祭
で
す
。
セ
レ
ブ
な
生
徒
た
ち
は
雨
で
延
期
に
な
る
の
が
ゆ
る
せ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
必
ず
晴
れ
る
所
で
開
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
開
き
ま
す
か
？
＊
セ
レ
ブ
な
生
徒
た
ち
は
ど
こ
で
開
か
れ
て
も
自
家
用
ジ
ェ
ッ
ト
で
必
ず
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
＊
全
都
道
府
県
の
県
庁
所
在
地
に
セ
レ
ブ
所
有
の
大
運
動
場
が
あ
り
ま
す
。
な
の
で
，
開
く
場
所
は
県
庁
所
在
地
で
こ
た
え
て
下
さ
い
。
（日
本
国
内
）
＊
台
風
は
20
km
/h
で
日
本
に
き
て
お
り
，
現
在
九
州
沖
30
0k
m
の
地
点
に
あ
り
ま
す
。
＊
予
想
天
気
図
を
か
ん
た
ん
で
良
い
の
で
書
く
こ
と
。
日
本
国
内
の
県
庁
所
在
地
で
答
え
て
い
る
か
。
“今
日
の
夜
の
天
気
図
”か
ら
考
え
を
導
い
て
い
る
か
。
天
気
の
動
き
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
。
（北
海
道
の
北
に
あ
っ
た
低
気
圧
が
下
が
っ
て
き
ま
す
。
台
風
は
九
州
に
上
陸
し
，
強
い
雨
を
ふ
ら
せ
ま
す
。
）
こ
の
場
合
は
，
絶
対
に
は
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
け
な
い
の
で
，
高
気
圧
が
上
空
に
あ
る
，
本
州
の
関
東
，
中
部
地
方
が
よ
い
。
　
E
x)
東
京
24
気
象
と
そ
の
変
化
天
気
図
停
電
の
中
で
今
あ
な
た
は
長
野
の
山
に
旅
行
し
に
来
て
い
ま
す
。
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
が
停
電
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
な
た
は
傘
を
持
っ
て
き
て
い
な
い
た
め
，
観
光
を
す
る
予
定
で
あ
る
明
日
の
天
気
が
知
り
た
い
で
す
。
テ
レ
ビ
も
映
ら
ず
，
携
帯
は
圏
外
・・
・。
あ
る
の
は
今
日
の
全
国
の
天
気
予
報
と
天
気
図
の
載
っ
て
い
る
新
聞
だ
け
。
あ
な
た
な
ら
ど
う
や
っ
て
明
日
の
天
気
を
知
り
ま
す
か
？
出
来
る
だ
け
詳
し
く
書
き
な
さ
い
。
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
天
気
を
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
長
野
の
「山
」に
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
状
況
な
ら
晴
れ
か
な
ど
，
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
今
日
の
天
気
図
を
見
て
，
長
野
の
西
の
方
（近
畿
あ
た
り
）を
見
る
。
近
畿
ら
へ
ん
に
雲
が
な
く
高
気
圧
な
ら
晴
れ
，
低
気
圧
が
あ
れ
ば
雨
の
確
率
が
高
い
。
そ
し
て
，
長
野
の
山
は
標
高
が
高
く
，
雲
が
ぶ
つ
か
り
雨
が
降
り
や
す
い
こ
と
も
考
慮
す
る
。
25
気
象
と
そ
の
変
化
フ
ェ
ー
ン
現
象
季
節
風
の
旅
あ
な
た
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
日
本
列
島
へ
と
ふ
く
風
で
す
。
今
の
季
節
は
冬
。
あ
な
た
は
今
か
ら
東
北
地
方
を
通
っ
て
太
平
洋
ま
で
旅
を
し
ま
す
。
旅
が
終
わ
る
ま
で
の
あ
な
た
の
状
態
を
ふ
ま
え
て
実
況
し
て
く
だ
さ
い
。
例
）○
○
山
脈
に
ぶ
つ
か
る
。
な
ど
。
風
が
太
平
洋
ま
で
通
る
道
す
じ
は
正
し
い
か
。
湿
度
の
変
化
を
説
明
し
て
い
る
か
。
温
度
の
変
化
を
説
明
し
て
い
る
か
。
ま
ず
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
出
て
，
日
本
海
で
水
分
補
給
を
し
ま
す
。
湿
度
た
っ
ぷ
り
に
な
っ
た
風
は
日
本
へ
到
着
し
て
，
奥
羽
山
脈
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
登
山
を
は
じ
め
ま
す
。
10
00
ｍ
ま
で
は
10
0m
ご
と
に
１
℃
下
が
り
ま
す
。
途
中
雪
を
降
ら
せ
て
水
分
を
使
い
頂
上
に
到
着
し
た
私
は
，
乾
い
た
ま
ま
登
山
と
は
逆
に
登
る
時
よ
り
も
温
度
を
あ
げ
な
が
ら
下
山
し
ま
す
。
そ
し
て
山
脈
の
東
側
に
乾
い
た
風
を
ふ
か
せ
な
が
ら
太
平
洋
に
到
着
で
す
。
（日
本
海
側
で
降
ら
せ
た
雨
や
雪
は
川
に
な
っ
て
海
に
注
い
だ
り
，
山
に
つ
も
っ
て
雪
景
色
を
つ
く
っ
た
り
し
ま
す
。
）
26
気
象
と
そ
の
変
化
台
風
台
風
君
あ
な
た
は
，
北
太
平
洋
西
部
に
発
生
し
た
台
風
君
で
す
。
台
風
君
は
今
か
ら
ど
こ
に
進
ん
で
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
か
？
な
お
，
他
の
台
風
君
は
い
な
い
と
し
ま
す
。
季
節
，
時
期
を
自
分
で
設
定
し
て
い
る
。
地
球
の
自
転
も
含
め
考
え
て
い
る
。
風
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
（高
気
圧
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
）
夏
に
発
生
し
た
と
し
ま
す
。
台
風
君
は
上
空
の
風
や
地
球
の
自
転
を
受
け
，
移
動
す
る
。
ま
た
，
貿
易
風
に
よ
り
西
へ
進
む
も
の
が
多
い
。
太
平
洋
高
気
圧
を
回
り
込
む
よ
う
に
移
動
し
，
北
西
に
移
動
し
て
い
た
台
風
は
，
偏
西
風
の
中
に
入
っ
て
い
く
。
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答
27
気
象
と
そ
の
変
化
そ
の
他
天
気
の
基
準
現
在
，
雲
量
に
よ
っ
て
天
気
を
決
め
て
い
ま
す
が
，
い
ま
ひ
と
つ
基
準
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
，
正
確
な
新
し
い
天
気
の
基
準
を
つ
く
り
な
さ
い
。
数
字
な
ど
，
一
目
で
分
か
る
基
準
で
あ
る
。
一
般
の
人
に
も
分
か
り
や
す
い
か
（客
観
的
か
）。
く
も
り
と
雨
の
判
断
の
基
準
が
き
ち
ん
と
分
か
る
か
。
地
域
を
決
め
て
，
そ
の
地
域
に
で
き
た
雲
に
よ
る
影
が
そ
の
地
域
の
面
積
の
70
％
を
越
え
た
場
合
，
く
も
り
。
70
％
未
満
は
晴
れ
。
雲
か
ら
水
が
降
っ
て
き
た
雨
が
そ
の
地
域
の
10
％
以
上
の
人
が
30
分
ご
と
の
調
査
（地
デ
ジ
投
票
）で
雨
が
降
っ
て
い
る
と
答
え
た
場
合
，
雨
な
ど
。
28
気
象
と
そ
の
変
化
そ
の
他
辿
り
着
か
な
い
島
あ
な
た
は
附
中
号
船
長
で
す
。
あ
る
冬
の
寒
い
日
に
航
海
に
出
て
い
る
途
中
，
遠
く
に
う
っ
す
ら
と
し
た
島
が
現
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
は
食
料
を
調
達
す
る
の
に
丁
度
良
い
と
思
い
，
そ
の
島
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
，
何
時
間
船
を
進
ま
せ
て
も
，
島
に
着
き
ま
せ
ん
。
後
ろ
に
あ
っ
た
小
島
は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
り
，
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
な
た
の
前
に
現
れ
た
島
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
は
こ
の
島
に
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
出
発
し
た
場
所
か
ら
，
こ
の
島
ま
で
の
海
の
様
子
も
含
，
答
え
な
さ
い
。
前
に
現
れ
た
島
の
正
体
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
島
に
着
く
こ
と
の
不
・可
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
海
水
面
上
の
気
温
の
予
想
が
で
き
て
い
る
。
海
流
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
で
き
て
い
る
。
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
解
こ
う
と
し
て
い
る
。
問
題
文
よ
り
，
島
は
う
っ
す
ら
と
し
て
い
て
，
ま
た
，
い
く
ら
進
ん
で
も
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
，
“蜃
気
楼
”で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
島
に
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
蜃
気
楼
は
海
で
の
場
合
，
海
面
上
か
ら
あ
る
高
さ
ま
で
の
空
気
と
，
あ
る
高
さ
か
ら
上
空
ま
で
の
空
気
と
で
気
温
差
が
大
き
い
た
め
に
，
光
が
屈
折
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
，
“冬
の
寒
い
日
”（
問
題
文
中
）か
ら
，
航
海
し
て
い
る
周
辺
は
暖
流
が
流
れ
て
お
り
，
海
面
上
の
空
気
は
あ
た
た
か
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
29
総
合
的
内
容
総
合
山
で
遭
難
あ
な
た
は
，
山
で
遭
難
し
て
し
ま
い
，
山
を
降
り
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
，
自
分
の
家
の
方
角
が
西
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
，
方
位
磁
石
，
携
帯
電
話
な
ど
も
持
っ
て
い
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
方
角
が
分
か
り
ま
す
か
？
天
候
は
昼
の
雨
，
晴
れ
，
く
も
り
・夜
の
雨
，
晴
れ
，
く
も
り
の
場
合
な
ど
，
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
山
は
日
本
の
山
と
し
ま
す
。
科
学
的
な
根
拠
を
基
に
解
答
し
て
い
る
。
理
由
を
し
っ
か
り
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
み
て
解
答
し
て
い
る
。
学
習
の
手
助
け
と
な
る
解
答
を
し
て
い
る
。
ま
ず
，
昼
の
晴
れ
の
場
合
は
，
太
陽
の
位
置
・太
陽
の
動
き
方
よ
り
方
角
が
分
か
る
。
そ
の
理
由
は
時
間
が
分
か
れ
ば
太
陽
の
位
置
で
分
か
る
し
，
時
間
が
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
東
→
南
→
西
と
太
陽
は
動
く
の
で
分
か
る
。
次
に
夜
・昼
の
く
も
り
，
雨
の
場
合
だ
と
く
も
の
動
き
方
で
方
角
が
分
か
る
。
な
ぜ
な
ら
，
日
本
で
は
偏
西
風
に
よ
り
雲
は
基
本
的
に
西
→
東
に
動
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
夜
の
晴
れ
の
場
合
で
は
北
極
星
の
位
置
，
月
の
動
き
方
・位
置
に
よ
り
分
か
る
。
な
ぜ
な
ら
北
極
星
が
わ
か
れ
ば
，
そ
の
方
角
が
北
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
，
月
の
位
置
・時
間
帯
が
分
か
れ
ば
方
角
が
太
陽
と
同
じ
よ
う
に
分
か
る
。
時
間
が
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
，
月
は
東
→
南
→
西
と
動
く
の
で
方
角
が
分
か
る
。
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場面解決型問題データベース（平田豊誠・小川博士・中島雅子・山岡武邦・松本伸示）
場
面
解
決
型
問
題
【
練
習
問
題
】
 
 
 
組
 
 
 
番
名
前
 
( 
 
 
)班
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
（
 
 
）
天
気
（
 
 
）
【
問
題
】
N
o.
4 
「
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化
」
 
地
震
 
タ
イ
ト
ル
：（
地
震
を
表
そ
う
！
）
過
去
の
日
本
付
近
の
地
震
の
規
模
と
分
布
が
わ
か
る
展
示
を
，
小
学
校
に
作
り
ま
す
。
設
計
方
法
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
条
件
と
し
て
，
大
き
さ
，
場
所
，
深
さ
が
１
度
に
見
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
，
１
つ
の
模
型
を
設
計
す
る
こ
と
。
（
複
数
は
不
可
）
使
用
す
る
も
の
は
自
由
で
す
。
過
去
は
，
15
世
紀
か
ら
今
ま
で
に
限
り
ま
す
。
【
解
答
】
 
（
図
な
ど
を
用
い
て
解
説
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
）
【
採
点
基
準
】
採
点
基
準
A
,B
,C
 
1 
大
き
さ
，
場
所
，
深
さ
が
１
度
に
見
て
，
理
解
で
き
る
物
か
。
2 
複
数
の
模
型
と
な
っ
て
い
な
い
か
。
3 
小
学
生
で
も
内
容
の
わ
か
る
，
展
示
と
な
っ
て
い
る
か
。
4 
地
震
の
規
模
の
分
布
，
規
模
は
分
類
で
き
て
い
る
か
。
5 
過
去
の
条
件
を
守
れ
て
い
る
か
。
N
o.
フ
ィ
ー
ル
ド
単
元
フ
ィ
ー
ル
ド
タ
イ
ト
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
項
目
フ
ィ
ー
ル
ド
問
題
フ
ィ
ー
ル
ド
採
点
基
準
フ
ィ
ー
ル
ド
【
模
範
解
答
】
N
o.
4 
初
め
に
，
日
本
列
島
付
近
の
地
図
を
用
意
す
る
。
次
に
，
そ
の
用
紙
を
11
枚
コ
ピ
ー
し
て
，
過
去
の
地
震
を
，
震
源
の
深
さ
ご
と
に
11
段
階
に
分
類
す
る
。
(0
~1
0k
m
，1
1~
20
km
，2
1~
30
km
，3
1~
40
km
，
41
~5
0k
m
，5
1~
60
km
，6
1~
70
km
，7
1~
80
km
，
81
~9
0k
m
，9
1~
10
0k
m
，
10
1k
m
~の
11
段
階
)
そ
し
て
，
地
震
の
情
報
を
も
と
に
，
地
図
と
震
源
の
深
さ
の
と
こ
ろ
に
，
記
録
し
て
い
く
。
こ
の
時
，
印
は
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
，
円
を
描
く
。
例
え
ば
，
M
6.
5
な
ら
ば
，
6.
5m
m
の
半
径
の
円
を
描
く
。
11
枚
の
地
図
が
完
成
し
た
ら
，
O
H
P
シ
ー
ト
に
コ
ピ
ー
を
し
て
，
重
ね
て
見
え
る
よ
う
に
す
る
。
資
料
2
模
範
解
答
フ
ィ
ー
ル
ド
N
o.
フ
ィ
ー
ル
ド
